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）

（49）

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
、
⑨
「
喜
遇
劉
二
十
八
偶
書
兩
韻
聯
句
」
の
語

釈
の
最
初
の
部
分
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

⑨
「
喜
遇
劉
二
十
八
偶
書
兩
韻
聯
句
」（
つ
づ
き
）

【
語
釈
】

１
・
２

　病
來
佳
興
少
、
老
去
舊
遊
稀

〔
病
來
〕
病
気
を
し
て
か
ら
。「
病や

み
て
來

こ
の
か
た」

と
訓
読
す
る
こ
と
も
可
能
。

『
舊
唐
書
』
の
本
伝
に
、
こ
の
聯
句
の
五
年
前
の
大
和
四
年
（
830
）
頃
の
こ
と
と

し
て
、「
度

　
年
高
く
し
て
病や

ま

ひ
多
く
、
上
疏
し
て
懇ね

ん
ごろ

に
機
務
を
辭
す
る
も
、
恩

禮
彌い

よ
い
よ〻

厚
し
。
文
宗

　
御
醫
を
遣つ

か

は
し
て
診
視
せ
し
め
、
日
に
中
使
を
し
て
撫
問

せ
し
む
（
度
年
高
多
病
、
上
疏
懇
辭
機
務
、
恩
禮
彌
厚
。
文
宗
遣
御
醫
診
視
、
日

令
中
使
撫
問
）」 

と
い
う
記
述
が
あ
る
。

管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、
こ
の
記
述
の
他
に
は
、
裴
度
が
こ
の
頃
病
気
で
あ
っ

た
こ
と
を
示
す
資
料
は
な
い
よ
う
で
、
裴
度
の
こ
の
「
病
來
」
の
表
現
が
何
か
特

定
の
病
気
を
指
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
そ
の
病
気
に
な
っ
た
の
が
い
つ
頃
か
、
と

い
っ
た
詳
し
い
こ
と
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、『
舊
唐
書
』
の
こ
の
記
述

か
ら
す
る
と
、
七
十
一
歳
と
い
う
高
齢
の
た
め
も
あ
り
、
病
気
が
ち
で
あ
っ
た
こ

と
は
確
か
の
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
意
味
で
の
初
盛
唐
ま
で
の
用
例
は
未
見
。

中
唐
に
入
っ
て
、
韋
應
物
の
「
答
重
陽
」（
陶
敏
他
『
韋
應
物
集
校
注
』
増
訂
本

五
）
に
「
病
來

　
時
節
を
經へ

、
起
き
て
見
る

　
秋
塘
の
空
し
き
を
（
病
來
經
時
節
、

起
見
秋
塘
空
）」
と
い
い
、
李
端
の
「
病
後
遊
靑
龍
寺
」（
全
二
八
四
）
に
「
病
來

　
形
貌
穢け

が

れ
、
齋さ

い

沐も
く

し
て

　
東
林
に
入
る
（
病
來
形
貌
穢
、
齋
沐
入
東
林
）」
と
い

う
な
ど
の
例
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
前
者
は
病
気
に
な
っ
て
か
ら
時
が
た
ち
秋

に
な
っ
た
こ
と
を
表
現
し
た
例
、
後
者
は
病
気
を
し
て
か
ら
不
潔
に
し
て
い
た
の

で
沐
浴
し
て
か
ら
寺
を
訪
問
す
る
こ
と
を
述
べ
た
例
。

劉
に
は
例
が
な
く
、
白
に
は
元
和
年
間
か
ら
開
成
年
間
に
及
ぶ
詩
の
本
文
中
に

十
二
例
。
そ
の
う
ち
、
元
和
一
四
年
（
819
）
の
「
冬
至
夜
」1147

に
「
老
ひ
去
り

て

　
襟
懷

　
常
に
濩

く
ら
く

落ら
く

と
し
て
、
病
來

　
鬚
鬢

　
轉う

た

た
蒼
浪
た
り
（
老
去
襟
懷
常

濩
落
、
病
來
鬚
鬢
轉
蒼
浪
）」
と
い
う
例
を
は
じ
め
と
す
る
六
例
が
、
こ
こ
と
同
じ

く
「
老
去
」
と
対
に
す
る
。
こ
の
、「
病
來
」
と
「
老
去
」
を
対
に
す
る
表
現
は
、

橘
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白
聯
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（
十
七
）
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白
以
前
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
裴
度
は
あ
る
い
は
白
居
易
の
表
現
に
学

ん
で
こ
の
句
を
作
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

た
だ
し
、「
老
」
と
「
病
」
の
み
に
限
れ
ば
、
こ
の
二
字
を
詩
中
に
対
の
形
で
用

い
た
例
は
白
以
前
に
も
あ
り
、
管
見
の
及
ん
だ
限
り
で
は
、
そ
の
最
初
の
詩
人
は
、

白
の
敬
愛
し
た
杜
甫
の
よ
う
で
あ
る
。
い
く
つ
か
例
が
あ
る
う
ち
一
例
を
挙
げ
れ

ば
、「
寄
李
十
二
白
二
十
韻
」（『
詳
註
』
八
）
に
「
老
ひ
て
吟
ず

　
秋
月
の
下
、
病

ひ
よ
り
起
く

　
暮
江
の
濱
（
老
吟
秋
月
下
、
病
起
暮
江
濱
）」
と
い
う
。
乾
元
二
年

（
759
）、
当
時
59
歳
と
な
っ
て
い
る
李
白
の
様
子
を
想
像
し
た
二
句
。

な
お
、
白
の
「
病
來
」
の
例
の
う
ち
、
こ
の
聯
句
に
先
立
つ
大
和
五
年
（
831
）

の
劉
白
唱
和
詩
「
和
令
狐
相
公
寄
劉
郎
中
、
兼
見
示
長
句
」2770

に
「
別
後

　
縱た

と

ひ
吟
ず
る
も

　
終つ

ひ

に
興
少
な
く
、
病
來

　
飮
む
と
雖
も

　歡く
わ
ん

多
か
ら
ず
（
別
後
縱

吟
終
少
興
、
病
來
雖
飮
不
多
歡
）」
と
い
う
例
は
、「
病
來
」
と
対
に
な
っ
た
「
別

後
」
の
句
の
方
に
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、こ
の
句
と
同
じ
く
病
と
「
興
」
が
「
少
」

な
い
こ
と
を
関
係
づ
け
た
例
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〔
佳
興
少
〕
風
流
な
趣
は
す
っ
か
り
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

「
佳
興
」
は
佳
な
る
お
も
む
き
。
こ
こ
で
は
具
体
的
に
は
、
文
酒
の
会
を
開
く
と

い
う
よ
う
な
風
流
心
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
ば
、
唐
ま
で
の
用

例
は
未
見
。

唐
に
入
っ
て
も
、
初
唐
の
例
は
見
え
な
い
よ
う
で
、
盛
唐
に
な
っ
て
、
蒋
注
も

引
く
王
維
の
「
崔
濮
陽
兄
季
重
前
山
興
」（
趙
本
三
）
に
「
秋
色

　
佳
興
有
り
、
況い

は

ん
や
君
が
池
上
の
閒し

づ

か
な
る
を
や
（
秋
色
有
佳
興
、
況
君
池
上
閒
）」
と
い
い
、
李

白
の
「
答
王
十
二
寒
夜
獨
酌
有
懷
」（
王
本
一
九
。
た
だ
し
偽
作
説
も
あ
る
）
に
「
昨

夜

　
吳
中
の
雪
、
子し

猷い
う

　
佳
興
發
す
（
昨
夜
吳
中
雪
、
子
猷
佳
興
發
）」
と
い
う
な

ど
の
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
前
者
は
秋
の
風
景
が
持
つ
興
趣
に
つ
い
て
「
佳

興
」
の
語
を
用
い
た
例
、
後
者
は
王
徽
之
が
雪
の
日
に
戴
逵
を
訪
ね
て
会
わ
ず
に

帰
っ
た
と
い
う
有
名
な
故
事
を
踏
ま
え
て
、
雪
に
触
発
さ
れ
て
起
こ
っ
た
風
雅
の

心
に
つ
い
て
用
い
た
例
。

盛
唐
以
後
も
用
例
は
あ
ま
り
な
く
、
劉
に
も
白
に
も
用
例
が
見
ら
れ
な
い
。

〔
老
去
〕年
を
取
っ
て
。
老
い
さ
ら
ば
え
て
。【
担
当
者
】の
部
分
で
述
べ
た
通
り
、

裴
度
は
こ
の
年
七
十
一
歳
で
あ
っ
た
（
劉
白
お
よ
び
李
紳
は
六
十
四
歳
）。

唐
ま
で
の
用
例
と
し
て
は
、
陸
機
の
「
董
逃
行
」（『
樂
府
詩
集
』
三
四
）
に
「
於

今
知
此
有
由
、
但
爲
老
去
年
遒
（
今
に
於お

い

て
此
の
由ゆ

ゑ

有
る
を
知
る
、
但た

だ
老
ひ
去

り
て
年
の
遒つ

く
る
が
爲
な
り
と
）」
と
い
う
例
が
見
え
る
の
み
の
よ
う
だ
。

そ
の
後
は
唐
に
入
る
ま
で
詩
の
用
例
は
見
え
ず
、
唐
に
な
っ
て
、
王
績
の
「
在

京
思
故
園
、
見
鄉
人
問
」（
全
三
七
）
に
「
旅
泊

　
年
歲
多
く
、
老
ひ
去
り
て

　
迴か

へ

る
を
知
ら
ず
（
旅
泊
多
年
歲
、
老
去
不
知
迴
）」
と
い
い
、
李
白
の
「
相
逢
行
」（
王

本
六
）
に
「
當
年

　
行
樂
を
失
す
れ
ば
、
老
ひ
去
り
て

　
徒い

た
づ

ら
に
傷
悲
せ
ん
（
當

年
失
行
樂
、
老
去
徒
傷
悲
）」
と
い
う
な
ど
の
例
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
前
者
は

旅
暮
ら
し
の
中
で
年
老
い
た
こ
と
を
嘆
く
の
に
用
い
た
例
、
後
者
は
若
い
う
ち
に

楽
し
む
べ
き
だ
と
い
う
思
い
を
述
べ
る
の
に
用
い
た
例
。

盛
唐
詩
で
は
ま
た
、
杜
甫
の
「
九
日
藍
田
崔
氏
莊
」（『
詳
註
』
六
）
に
「
老
ひ

去
り
て

　
悲
秋

　
強
ひ
て
自
ら
寬
う
し
、
興
來
た
り
て

　
今
日

　
君
が
歡
を
盡
く

す
（
老
去
悲
秋
強
自
寬
、
興
來
今
日
盡
君
歡
）」
の
例
が
あ
り
、『
唐
詩
選
』
に
も

採
ら
れ
て
い
て
非
常
に
有
名
で
あ
る
。
杜
甫
に
は
さ
ら
に
「
十
二
月
一
日
三
首
」
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其
三
（
同
前
一
四
）
に
「
春
來
れ
ば
懷
ひ
を
開
か
ん
と
準
擬
す
る
こ
と
久
し
く
、

老
ひ
去
り
て

　
親
知

　
面
を
見
る
こ
と
稀
な
り
（
春
來
準
擬
開
懷
久
、
老
去
親
知

見
面
稀
）」
と
、
こ
こ
と
同
じ
く
、「
老
去
」
と
「
稀
」
の
語
を
用
い
て
、
友
人
（
親

類
）
た
ち
と
会
わ
な
く
な
る
こ
と
を
表
現
す
る
例
も
あ
る
（
た
だ
し
、
こ
こ
は
友

人
た
ち
の
死
を
指
し
て
い
う
の
に
対
し
、
杜
甫
の
例
は
広
く
会
う
機
会
の
減
少
を

指
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
）。

劉
に
は
長
慶
年
間
（
一
説
に
元
和
年
間
）
か
ら
開
成
年
間
に
お
よ
ぶ
三
例
（0155

・

0878

・0815

）
の
用
例
が
あ
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
長
慶
四
年
（
824
。
一
説
に

元
和
一
三
〜
四
年
〔
818
〜
819
〕）
の
「
武
昌
老
人
說
笛
歌
」0155

に
「
如
今

　
老
ひ

去
り
て

　
語
尤も

つ
とも

遲
く
、
音
韻
の
高
低

　
耳
知
ら
ず
（
如
今
老
去
語
尤
遲
、
音
韻

高
低
耳
不
知
）」
と
い
う
句
が
あ
る
。
年
を
取
っ
て
言
葉
も
出
づ
ら
く
耳
も
遠
く
な

り
、
笛
の
音
が
聞
き
分
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
老
人
の
描
写
に
用
い
た
例
。

白
に
は
元
和
年
間
か
ら
開
成
年
間
に
至
る
詩
の
本
文
中
に
三
三
例
、
そ
の
う
ち

大
和
六
年
（
832
）
の
「
聞
樂
感
鄰
」2712

に
「
老
ひ
去
り
て

　
親
朋

　
零
落
し
盡

く
し
、
秋
來

　
弦
管

　
感
傷
多
し
（
老
去
親
朋
零
落
盡
、
秋
來
弦
管
感
傷
多
）」
と

い
い
、大
和
七
年（
833
）の
劉
白
唱
和
詩「
早
春
醉
吟
寄
太
原
令
狐
相
公
蘇
州
劉
郎
中
」

3061

に
「
別
來

　
新
詩
敵
に
遇
ふ
こ
と
少
な
く
、
老
ひ
去
り
て

　
舊
飮
徒
に
逢
ひ

難
し
（
別
來
少
遇
新
詩
敵
、
老
去
難
逢
舊
飮
徒
）」
と
い
う
例
は
、
前
者
は
明
ら
か

に
死
の
こ
と
を
指
し
て
お
り
、
後
者
は
広
く
機
会
の
減
少
を
述
べ
て
い
る
よ
う
だ

と
い
う
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
こ
こ
と
同
じ
く
「
老
去
」
の
語
を
用
い
て
旧
友
（
お

よ
び
親
類
）
と
会
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
表
現
す
る
。

ち
な
み
に
、
白
が
こ
の
語
を
用
い
て
自
分
の
こ
と
を
表
現
し
た
最
初
の
例
は
、

元
和
六
年
（
811
）、
下
邽
で
の
「
首
夏
病
間
」0238

に
「
老
ひ
去
り
て

　慮
お
も
ん
ぱ
かり

漸や
う
やく

息や

み
、
年
來
た
り
て

　
病や

ま

ひ
初
め
て
愈い

ゆ
（
老
去
慮
漸
息
、
年
來
病
初
愈
）」

と
い
う
例
。
40
歳
の
時
か
ら
自
己
を
「
老
去
」
と
表
現
し
始
め
た
と
い
う
こ
と
に

な
ろ
う
か
。

〔
舊
遊
稀
〕
昔
か
ら
の
友
人
は
稀
に
な
っ
た
。
年
を
と
っ
た
た
た
め
、
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
友
人
が
多
い
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
。

「
舊
遊
」
は
昔
の
遊
び
、
ま
た
昔
と
も
に
遊
ん
だ
友
人
、
こ
こ
で
は
後
者
の
意
。

古
い
用
例
は
少
な
く
、『
魏
書
』
禮
志
一
に
「
後
二
年
（
明
元
帝
の
神
瑞
元
年

〔
414
〕
を
指
す
）、
白
登
の
西
、
太
祖
舊
遊
の
處
に
於
い
て
、
昭
成
・
獻
明
・
太
祖

の
廟
を
立
つ
（
後
二
年
、
於
白
登
西
、
太
祖
舊
遊
之
處
、
立
昭
成
・
獻
明
・
太
祖
廟
）」

と
い
う
例
あ
た
り
が
古
い
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
昔
の
遊
び
の
意
。

唐
ま
で
の
詩
中
に
も
一
例
し
か
見
え
な
い
。
何
承
天
の
「
鼓
吹
鐃
歌
十
五
篇
」

其
十
三
「
臨
高
臺
篇
」（『
宋
書
』
樂
志
四
）
に
「
迅
風
を
馳
せ
て
、
炎
州
に
遊
ぶ
。

言わ

が
桑
梓
を
願お

も

ひ
、
舊
遊
を
思
ふ
（
馳
迅
風
、
遊
炎
州
。
願
言
桑
梓
、
思
舊
遊
）」

の
句
が
あ
る
。
神
仙
の
様
子
を
描
い
た
詩
で
、風
に
乗
っ
て
遠
く
ま
で
旅
を
し
つ
つ
、

故
郷
を
思
う
場
面
。
こ
の
詩
の
場
合
の
「
舊
遊
」
は
、
昔
の
遊
び
の
意
で
も
旧
友

の
意
で
も
解
せ
そ
う
だ
。

唐
に
入
っ
て
、
多
く
の
例
が
見
え
る
よ
う
に
な
り
、
王
績
の
「
薛
記
室
收
過
莊

見
尋
、
率
題
古
意
以
贈
」（
全
三
七
）
に
「
舊
遊

　
儻も

し
暇

い
と
ま

多
け
れ
ば
、
同と

も

に
此こ

こ

に

紛
拏
を
釋と

け
（
舊
遊
儻
多
暇
、同
此
釋
紛
拏
）」
と
い
い
、蒋
注
も
引
く
李
白
の
「
謝

公
亭
」（
王
本
二
二
）
に
「
今
古

　
一
に
相
ひ
接
し
、長
歌
し
て

　
舊
遊
を
懷
ふ
（
今

古
一
相
接
、
長
歌
懷
舊
遊
）」
と
い
う
。
前
者
は
詩
題
に
い
う
薛
收
を
「
舊
遊
」
の

語
で
呼
ん
だ
例
、
後
者
は
謝
朓
の
生
前
の
遊
び
に
つ
い
て
用
い
た
例
。
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劉
に
は
、
長
慶
年
間
か
ら
の
詩
中
に
五
例
（0196

・0207

・0674

・0959

・

0879
）、い
ず
れ
も
こ
の
聯
句
に
先
立
つ
例
で
、そ
の
う
ち
大
和
五
年
（
831
）
の
「
贈

樂
天
」0674
に
「
一
別
よ
り

　
舊
遊
盡
き
、
相
ひ
逢
ひ
て

　
倶と

も

に
涕て

い

零れ
い

す
（
一
別

舊
遊
盡
、
相
逢
倶
涕
零
）」
と
い
う
例
は
、
劉
白
唱
和
詩
の
例
。
柴
氏
は
昔
の
遊
び

の
意
で
解
す
る
が
、
蒋
注
・
陶
注
等
は
旧
友
の
意
で
解
し
て
い
る
。
旧
友
の
意
で

あ
れ
ば
、
こ
こ
と
似
た
例
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

白
に
は
元
和
年
間
か
ら
會
昌
年
間
に
い
た
る
詩
中
に
二
五
例
。
そ
の
う
ち
、
元

和
四
年
（
809
）
の
「
送
王
十
八
歸
山
、
寄
題
仙
遊
寺
」0715

に
「
惆ち

う

悵ち
や
う

す

　舊

遊

　
復ま

た
到
る
無
き
を
、
菊
花
の
時
節

　
君
が
迴か

へ

る
を
羨
む
（
惆
悵
舊
遊
無
復
到
、

菊
花
時
節
羨
君
迴
）」
と
い
う
例
は
特
に
名
高
い
例
。
か
つ
て
仙
遊
寺
に
遊
ん
だ
こ

と
を
「
舊
遊
」
と
表
現
し
て
い
る
。

白
に
は
ま
た
、
詩
題
に
一
〇
例
の
用
例
が
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
大
和
六

年
（
832
）
の
「
憶
舊
遊
＝
舊
遊
を
憶お

も

ふ
」2246

の
例
は
、
劉
白
唱
和
詩
の
例
。
こ

の
詩
は
本
文
中
で
も
「
舊
遊
を
憶
ふ
、
舊
遊

　
安い

づ

く
に
在
り
や
。
舊
遊
の
人

　
半

ば
は
白
首
、
舊
遊
の
地

　
蒼
苔
多
し
。
江
南
の
舊
遊

　
凡お

よ

そ
幾い

く

處し
よ

ぞ
、
就な

か
ん

中づ
く

　
最

も
憶
ふ
は

　
吳
江
の
隈く

ま

（
憶
舊
遊
、
舊
遊
安
在
哉
。
舊
遊
之
人
半
白
首
、
舊
遊
之

地
多
蒼
苔
。
江
南
舊
遊
凡
幾
處
、
就
中
最
憶
吳
江
隈
）」
と
、
く
り
返
し
こ
の
詩
語

を
用
い
て
い
る
。

主
人
で
あ
る
裴
度
が
担
当
し
た
冒
頭
の
四
句
。
そ
の
前
半
の
二
句
は
、
病
気
を

し
て
か
ら
風
雅
の
心
も
な
く
な
り
、
年
を
と
っ
て
友
人
も
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
、

裴
度
自
身
の
近
況
を
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
れ
は
き
っ
と
劉
・
白
・
李
紳
に
も

共
通
の
思
い
で
あ
ろ
う
と
い
う
つ
も
り
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

３
・
４

　笑
語
縱
橫
作
、
杯
觴
絡
繹
飛

〔
笑
語
〕と
も
に
笑
い
、語
り
合
う
こ
と
。談
笑
。①
の
聯
句
の
第
九
句（
張
籍
担
当
）

「
雨
語
」
を
「
笑
語
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
が
あ
っ
た
。
そ
の
【
語
釈
】
も
参
照
。

古
く
『
毛
詩
』
に
二
例
の
用
例
が
見
え
、
小
雅
「
蓼
蕭
」
に
「
燕
し
て
笑
語
し
、

是こ
こ

を
以
て
譽よ

處し
よ

有
り（
燕
笑
語
兮
、是
以
有
譽
處
兮
）」と
あ
り
、小
雅「
楚
茨
」に「
禮

儀

　
卒

こ
と
ご
とく

度
あ
り
、
笑
語

　
卒
く
獲え

た
り
（
禮
儀
卒
度
、
笑
語
卒
獲
）」
と
あ
る
。

前
者
は
諸
侯
が
天
子
と
宴
飲
し
て
談
笑
す
る
こ
と
を
詠
じ
た
も
の
、
後
者
は
祭
祀

の
際
に
賓
客
を
饗
応
し
談
笑
す
る
様
子
が
礼
に
か
な
っ
て
い
る
の
で
、
神
霊
も
安

ん
じ
て
降
臨
す
る
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。

唐
ま
で
の
詩
に
お
い
て
は
、
王
粲
の
「
贈
士
孫
文
始
」（『
文
選
』
二
三
）
に
「
既

に
禮
義
に
度
あ
り
、
卒
く
笑
語
を
獲
た
り
（
既
度
禮
義
、
卒
獲
笑
語
）」
と
い
い
、

何
遜
の
「
別
沈
助
教
」（
李
伯
齊
『
何
遜
集
校
注
』
修
訂
本
二
）
に
「
一
朝

　
笑
語

に
別
る
れ
ば
、
萬
事

　
疇ち

う

昔せ
き

と
成
ら
ん
（
一
朝
別
笑
語
、
萬
事
成
疇
昔
）」
と
い
う

な
ど
の
例
が
散
見
す
る
。
前
者
は
『
毛
詩
』
小
雅
「
楚
茨
」
の
表
現
に
基
づ
き
つ
つ
、

士
孫
萌
と
親
し
く
交
際
し
た
日
々
を
追
懐
す
る
中
に
用
い
た
例
、
後
者
は
沈
峻
（
一

説
に
沈
繇
）
と
の
別
離
の
後
に
は
、
全
て
が
昔
の
思
い
出
に
な
る
だ
ろ
う
と
想
像

す
る
中
に
用
い
た
例
。

唐
に
入
っ
て
、
初
唐
に
は
例
が
な
く
、
盛
唐
に
な
っ
て
例
が
多
く
な
る
。
王
維

の
「
班
婕
妤
三
首
」
其
三
（
趙
本
一
三
）
に
「
總す

べ

て
春
園
の
裏
に
向
か
ひ
、
花
間

　
笑
語
の
聲
あ
り
（
總
向
春
園
裏
、
花
間
笑
語
聲
）」
と
い
う
例
は
、
寵
愛
を
失
っ

て
残
さ
れ
た
班
婕
妤
が
、
春
園
の
花
の
中
で
の
天
子
と
宮
女
の
談
笑
の
声
を
聞
く

と
い
う
も
の
。
ま
た
、
孟
浩
然
の
「
臨
渙
裴
明
府
席
、
遇
張
十
一
・
房
六
」（
佟
培

基
『
孟
浩
然
詩
集
箋
注
』
下
）
に
「
笑
語

　
今
夕
に
同
じ
く
、
輕
肥

　
往
年
に
異
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）
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な
れ
り
（
笑
語
同
今
夕
、
輕
肥
異
往
年
）」
と
い
う
の
は
、
詩
題
に
い
う
張
某
・
房

某
が
、
今
で
は
「
輕
裘
肥
馬
」
の
見
違
え
る
よ
う
な
姿
に
な
っ
た
と
い
う
変
化
と
、

か
つ
て
と
変
わ
ら
ぬ
今
宵
の
談
笑
の
楽
し
さ
を
対
に
し
た
例
。

劉
に
は
元
和
年
間
か
ら
開
成
年
間
に
お
よ
ぶ
七
例
、
そ
の
う
ち
長
慶
四
年
（
824
）

ま
た
は
翌
寶

元
年
（
825
）
の
作
と
さ
れ
る
「

陽
書
事
七
十
韻
」1001

に
「
喜

び
を
助
け
て

　杯
盤
盛
ん
に
、
機
を
忘
れ
て

　笑
語
訇く

わ
うた

り
（
助
喜
杯
盤
盛
、
忘

機
笑
語
訇
）」
と
い
う
例
は
、
和
州
で
の
崔
羣
と
の
宴
席
の
情
景
を
描
い
た
も
の
で
、

談
笑
の
声
の
大
き
さ
を
、「
杯
觴
」
で
は
な
い
が
、「
杯
盤
」
の
盛
ん
さ
と
対
に
し

て
お
り
、
こ
こ
と
似
て
い
る
。

白
に
は
い
ず
れ
も
こ
の
聯
句
に
先
立
つ
四
例
（0312

・0820

・1328

・3064

）、

そ
の
う
ち
「
洛
中
春
遊
、
呈
諸
親
友
」3064
に
「
笑
語

　閑
日
を
銷け

し
、
酣
歌

　

老
身
を
送
る
（
笑
語
銷
閑
日
、
酣
歌
送
老
身
）」
と
い
う
例
は
、
こ
の
聯
句
の
二
年

前
の
大
和
七
年
（
833
）、
洛
陽
で
の
友
人
た
ち
と
の
交
遊
に
つ
い
て
表
現
す
る
の
に

用
い
た
例
。

〔
縱
橫
作
〕
思
う
ま
ま
に
行
な
う
。
上
の
「
笑
語
」
を
承
け
て
、
存
分
に
笑
い
、

語
り
合
う
こ
と
を
い
う
。

「
縱
橫
」、
た
て
と
よ
こ
の
意
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
思
い
の
ま
ま
、
自
由
自
在

の
意
。
古
く
『
荀
子
』
王
制
に
「
而し

か

う
し
て
縱
橫
の
事
を
爲
し
、
偃え

ん

然ぜ
ん

と
し
て
兵

を
案と

ど

め
て
動
く
無
く
、以
て
夫か

の
暴
國
の
相
ひ
卒う

つ
を
觀
る
な
り
（
而
爲
縱
橫
之
事
、

偃
然
案
兵
無
動
、
以
觀
夫
暴
國
之
相
卒
也
）」
と
い
う
例
も
、
自
在
の
は
か
り
ご
と

を
指
し
て
お
り
、
こ
の
意
味
の
例
の
よ
う
で
あ
る
。

文
学
作
品
に
お
い
て
も
、
宋
玉
の
「
高
唐
賦
」（『
文
選
』
一
九
）
に
「
黿げ

ん

鼉だ

鱣て
ん

鮪ゐ

、
交こ

う

積せ
き

縱
橫
す
（
黿
鼉
鱣
鮪
、
交
積
縱
橫
）」
と
い
う
古
い
例
が
あ
る
。
水
中
に

い
る
亀
の
仲
間
や
魚
類
が
重
な
り
合
う
こ
と
を
表
現
し
た
例
で
、
た
て
と
よ
こ
と

も
自
在
と
も
介
せ
る
例
と
い
え
よ
う
か
。

唐
ま
で
の
詩
に
お
い
て
は
、
劉
楨
の
「
贈
五
官
中
郞
將
四
首
」
其
四
（『
文
選
』

二
三
）に「
君
侯

　壯
思
多
く
、文
雅

　縱
橫
に
飛
ぶ（
君
侯
多
壯
思
、文
雅
縱
橫
飛
）」

と
い
い
、
顏
延
之
の
「
秋
胡
詩
」（
同
前
二
一
）
に
「
離
獸

　荒
蹊
に
起
こ
り
、
驚

鳥

　縱
橫
に
去
る
（
離
獸
起
荒
蹊
、
驚
鳥
縱
橫
去
）」
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

前
者
は
君
侯
（
曹
丕
）
の
文
雅
の
思
い
が
自
在
に
飛
び
め
ぐ
る
と
い
う
表
現
、
後

者
は
驚
い
て
飛
び
立
っ
た
鳥
が
ほ
し
い
ま
ま
に
飛
び
回
る
と
い
う
表
現
。

唐
に
入
り
、
魏
徵
の
「
述
懷
」（
全
三
一
）
に
「
縱
橫

　計
は
就な

ら
ざ
る
も
、
慷

慨

　志
は
猶な

ほ
存
す
（
縱
橫
計
不
就
、
慷
慨
志
猶
存
）」
と
い
う
の
は
、『
唐
詩
選
』

の
巻
頭
を
飾
る
有
名
な
例
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
蘇
秦
・
張
儀
の
合
従
連
衡
の
故
事

を
踏
ま
え
て
用
い
ら
れ
た
も
の
。『
唐
詩
選
』に
は
ま
た
、柴
注
も
引
く
盧
照
鄰
の「
長

安
古
意
」（
全
四
一
）
に
「
玉
輦

　縱
橫

　主
第
に
過よ

ぎ

り
、
金
鞭

　絡
繹
と
し
て

　

侯
家
に
向
か
ふ
（
玉
輦
縱
橫
過
主
第
、
金
鞭
絡
繹
向
侯
家
）」
と
い
う
自
在
の
意
味

の
例
も
あ
る
。
こ
こ
と
同
じ
く
「
絡
繹
」
の
語
と
対
に
し
て
い
る
。

盛
唐
の
例
も
挙
げ
れ
ば
、
杜
甫
の
「
戲
爲
六
絕
句
」
六
首
其
一
（『
詳
註
』

一
一
）
に
「
庾
信
の
文
章

　老
ひ
て
更
に
成
り
、
雲
を
凌し

の

ぐ
健
筆

　意お
も

ひ
縱
橫
（
庾

信
文
章
老
更
成
、
凌
雲
健
筆
意
縱
橫
）」
の
句
が
あ
る
。

劉
に
は
「
縱
橫
」
の
例
は
な
く
、
白
に
は
一
例
の
み
。『
文
苑
英
華
』
三
三
六
に

残
る
補
遺
作
品
の
「
勸
酒
」3684

に
「
十じ

ふ

稔じ
ん

を
逾こ

え
ず
し
て

　台
衡
に
居
り
、
門

前
の
車
馬

　紛
と
し
て
縱
橫
（
不
逾
十
稔
居
台
衡
、
門
前
車
馬
紛
縱
橫
）」
の
句
が

あ
る
。
高
位
に
登
っ
た
た
め
た
く
さ
ん
の
訪
問
客
が
訪
ね
て
来
る
よ
う
に
な
っ
た
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も
解
せ
そ
う
で
あ
る
。

白
に
は
元
和
末
年
か
ら
開
成
年
間
に
及
ぶ
六
例
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、「
秋
日
與

張
賓
客
・
舒
著
作
同
遊
龍
門
、
醉
中
狂
歌
、
凡
二
百
三
十
八
字
」2968

に
「
暫
く

杯
觴
を
停
め
て

　吟
詠
を
輟や

め
よ
、
我
に
狂
言
有
り

　君
試こ

こ
ろ

み
に
聽
け
（
暫
停
杯

觴
輟
吟
詠
、
我
有
狂
言
君
試
聽
）」
と
い
う
。

〔
絡
繹
飛
〕（
杯
が
）次
々
と
飛
ぶ
。
痛
飲
し
て
い
る
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
。「
絡

繹
」
は
連
な
る
形
容
。「
駱
驛
」
に
同
じ
。

『
漢
書
』
王
莽
傳
下
に
「
吏
民
の
義
を
以
て
錢
穀
を
入
れ
て
作
る
を
助
く
る
者
、

道
路
に
駱
驛
た
る
に
及
ぶ
（
及
吏
民
以
義
入
錢
穀
助
作
者
、
駱
驛
道
路
）」
と
あ
り
、

そ
の
顏
師
古
の
注
に
「
駱
驛
は
、
絕
え
ざ
る
を
言
ふ
（
駱
驛
、
言
不
絕
）」
と
い
う
。

九
廟
を
建
築
す
る
に
当
た
っ
て
寄
付
を
す
る
吏
民
が
道
に
列
を
な
し
た
こ
と
を
い

う
。ま

た
、文
学
作
品
に
お
い
て
も
、後
漢
の
張
衡
の
「
南
都
賦
」（『
文
選
』
四
）
に
、

三
月
上
巳
の
修
禊
の
賑
わ
い
を
表
現
し
て
、「
男
女

　姣か
う

服ふ
く

し
て
、
駱
驛
繽ひ

ん

紛ぷ
ん

た
り

（
男
女
姣
服
、
駱
驛
繽
紛
）」
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。

詩
に
お
け
る
用
例
に
も
、古
く「
古
詩
爲
焦
仲
卿
妻
作
」（『
玉
臺
新
詠
』一
）に「
語

を
交
へ
て

　速
か
に
裝
束
し
、
駱
驛
た
る
こ
と

　浮
雲
の
如
し
（
交
語
速
裝
束
、

駱
驛
如
浮
雲
）」
と
い
う
例
が
あ
る
。
婚
礼
の
道
具
を
運
ぶ
行
列
が
続
く
の
を
雲
に

喩
え
た
表
現
。
な
お
、こ
の
「
駱
驛
」
を
『
樂
府
詩
集
』
七
三
で
は
「
絡
繹
」
に
作
っ

て
い
る
。
唐
ま
で
の
詩
に
お
い
て
は
、
ほ
か
に
西
晉
の
張
華
の
「
輕
薄
篇
」（『
樂

府
詩
集
』
六
七
）
に
、「
賓
從

　煥
と
し
て
絡
繹
た
り
、侍
御

　何
ぞ
芬ふ

ん

葩ぱ

た
る
（
賓

從
煥
絡
繹
、
侍
御
何
芬
葩
）」
と
い
う
な
ど
の
例
が
あ
る
。
贅
沢
な
貴
族
の
賓
客
や

こ
と
を
、
門
前
を
縦
横
に
走
る
車
馬
に
よ
っ
て
表
現
し
た
例
。
補
遺
作
品
の
た
め

制
作
年
代
は
未
詳
。
な
お
、『
文
苑
英
華
』
は
二
首
の
連
作
と
し
、
こ
の
詩
を
其
一
、

「
勸
酒
」2239
を
其
二
と
す
る
。
も
し
同
時
の
作
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
大
和
元
〜
二

年
（
827
〜
828
）
の
作
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

〔
杯
觴
〕
さ
か
ず
き
。「
觴
」
も
さ
か
ず
き
の
意
。

古
書
に
は
例
が
見
え
な
い
よ
う
だ
が
、詩
で
は
古
く
曹
植
の「
當
來
日
大
難
」（『
樂

府
詩
集
』
三
六
）
に
「
別
る
る
は
易
く

　會
ふ
は
難
し
、各
〻

　杯
觴
を
盡
く
せ
（
別

易
會
難
、
各
盡
杯
觴
）」
の
例
が
見
え
る
。
た
だ
、
唐
ま
で
の
詩
で
は
、
そ
の
後
は

作
者
不
詳
の
晉
の
西
曲
歌
の
「
月
節
折
楊
柳
歌
十
三
首
」
其
九
「
九
月
歌
」（
同
前

四
九
）
に
「
甘
菊

　黃
花
を
吐
き
、
杯
觴
の
用
な
る
こ
と
無
く
ん
ば
非
ず
（
甘
菊

吐
黃
花
、
非
無
杯
觴
用
）」
と
い
う
例
が
見
え
る
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。

唐
に
入
っ
て
も
、
初
盛
唐
か
ら
中
唐
大

期
の
詩
人
ま
で
は
例
が
見
え
ず
、
元

和
期
の
元
劉
白
に
至
っ
て
再
び
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
元
稹
の
元
和
六
年

（
811
）
の
「
酬
竇
校
書
二
十
韻0278

に
、
竇
鞏
と
自
ら
の
友
情
を
、
仲
の
良
い
鳥

と
さ
れ
る
カ
モ
メ
と
サ
ギ
に
喩
え
つ
つ
、「
鷗
鷺

　元も
と

よ
り
相
ひ
得
て
、
杯
觴

　每つ
ね

に
共
に
傳
ふ
（
鷗
鷺
元
相
得
、
杯
觴
每
共
傳
）」
と
、
と
も
に
杯
を
交
わ
す
喜
び
を

詠
ず
る
例
が
あ
る
。

劉
の
用
例
は
一
例
、こ
の
聯
句
の
三
年
後
の
開
成
三
年
（
838
）
の
劉
白
唱
和
詩
「
和

牛
相
公
遊
南
莊
、
醉
後
寓
言
、
戲
贈
樂
天
、
兼
見
示
」0797

に
、「
白
家

　唯
だ
有

り

　杯
觴
の
興
、
頭
盤
を
把
り
て

　少
年
を
打
た
ん
と
欲
す
（
白
家
唯
有
杯
觴
興
、

欲
把
頭
盤
打
少
年
）」
の
句
が
あ
る
。
こ
の
「
杯
觴
興
」
を
柴
注
は
食
器
を
箸
で
叩

い
て
調
子
を
取
る
こ
と
と
解
さ
れ
る
が
、
単
に
杯
に
よ
っ
て
酒
席
を
表
現
し
た
と
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召
使
い
の
多
さ
を
表
現
し
た
例
。

唐
代
に
は
、
先
に
あ
げ
た
駱
賓
王
の
例
の
ほ
か
、
陳
子
昂
の
「
萬
州
曉
發
、
放

舟
乘
漲
、
還
寄
蜀
中
親
朋
」（
全
八
四
）
に
、「
蒼
茫
と
し
て

　林
岫
轉
じ
、
絡
繹

と
し
て

　漲
濤
飛
ぶ
（
蒼
茫
林
岫
轉
、
絡
繹
漲
濤
飛
）」
と
い
い
、
李
白
の
「
答
杜

秀
才
五
松
見
贈
」（
王
本
一
九
）
に
「
飛
箋

　絡
繹
と
し
て

　明
主
に
奏
し
、
天
書

　降
問
し

　恩
榮
を
迴
す
（
飛
箋
絡
繹
奏
明
主
、
天
書
降
問
迴
恩
榮
）」
と
い
う
な

ど
の
例
が
あ
る
。
前
者
は
連
続
し
て
波
し
ぶ
き
が
跳
ね
上
が
る
こ
と
を
表
現
し
た

も
の
、
後
者
は
劍
南
節
度
使
が
た
び
た
び
上
奏
文
を
た
て
ま
つ
っ
て
詩
題
に
い
う

杜
秀
才
（
未
詳
）
を
推
薦
し
た
こ
と
を
表
現
し
た
も
の
。

ま
た
、
杜
甫
の
有
名
な
「
麗
人
行
」（『
詳
註
』
二
）
に
も
「
黃
門

　鞚
く
つ
ば
みを

飛
ば

し
て

　塵
を
動
か
さ
ず
、御
廚

　絡
繹
と
し
て

　八
珍
を
送
る
（
黃
門
飛
鞚
不
動
塵
、

御
廚
絡
繹
送
八
珍
）」
と
い
う
例
が
あ
る
。
虢
國
夫
人
ら
の
宴
会
の
際
に
宮
中
か
ら

続
々
と
珍
味
が
届
け
ら
れ
る
こ
と
を
描
写
し
た
句
で
あ
る
が
、こ
の
「
絡
繹
」
は
「
絲

絡
」
に
作
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。

白
に
は
例
が
な
く
、
劉
に
は
二
例
。
元
和
元
〜
九
年
（
806
〜
814
）
の
朗
州
司
馬

時
代
の
「
遊
桃
源
一
百
韻
」0011

に
「
觀
る
者

　皆
な
次
を
失
ひ
、
驚
追
し
て

　

紛
と
し
て
絡
驛
た
り
（
觀
者
皆
失
次
、
驚
追
紛
絡
驛
）」
と
い
い
、
先
に
「
笑
語
」

の
例
と
し
て
引
い
た
「

陽
書
事
七
十
韻
」1001

に
「
絡
繹
と
し
て

　主
人
問
ひ
、

悲
歡

　故
舊
の
情
（
絡
繹
主
人
問
、
悲
歡
故
舊
情
）」
と
い
う
。
前
者
は
、
仙
人
が

突
然
姿
を
消
し
て
し
ま
っ
た
た
め
、
周
り
に
い
た
人
々
が
驚
き
、
次
々
と
後
を
追

い
か
け
よ
う
と
す
る
様
子
を
描
写
し
た
例
、
後
者
は
、
崔
羣
が
た
び
た
び
使
者
を

派
遣
し
て
、
道
中
の
劉
の
様
子
を
尋
ね
て
く
れ
た
こ
と
を
表
現
し
た
例
。

主
人
で
あ
る
裴
度
が
担
当
し
た
冒
頭
の
四
句
の
う
ち
の
後
半
部
分
。
近
況
を
述

べ
た
前
の
二
句
に
続
き
、
宴
席
の
状
況
を
描
写
し
た
二
句
。
思
う
さ
ま
笑
い
語
り
、

次
々
に
杯
を
ほ
す
様
子
が
歌
わ
れ
て
い
る
。

最
初
の
二
句
で
近
況
を
述
べ
た
後
、
次
の
二
句
で
は
す
ぐ
に
宴
席
の
描
写
と
な
っ

て
い
て
、
飛
躍
が
あ
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
の
聯
句
の
よ
う
な
場
面

を
設
定
し
、
状
況
を
説
明
す
る
よ
う
な
始
ま
り
方
と
や
や
異
な
っ
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
る
。
た
だ
、前
半
二
句
で
描
か
れ
て
い
た
近
況
は
、病
気
と
な
り
年
も
と
っ

て
、
友
人
と
楽
し
む
機
会
も
な
い
と
い
う
嘆
き
で
あ
っ
た
か
ら
、
こ
こ
で
宴
席
の

様
子
が
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
、
こ
の
よ
う
な
楽
し
い
宴
会
が
開
け
た
と
い
う
喜

び
が
暗
に
感
じ
ら
れ
る
表
現
と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
裴
度
は
、
劉
禹
錫
と
の
再

会
の
喜
び
を
直
接
を
詠
じ
る
こ
と
な
く
、
暗
示
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
裴

度
が
再
会
の
喜
び
を
詠
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
主
人
と
し
て
他
の
参
加
者
を
代
表
し

て
劉
に
対
す
る
歓
迎
の
意
も
表
明
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

５
・
６

　淸
談
如
水
玉
、
逸
韻
貫
珠

〔
淸
談
〕
清
ら
か
な
談
話
。
柴
注
も
指
摘
す
る
ご
と
く
、
魏
晉
の
時
代
に
竹
林
の

七
賢
を
代
表
と
す
る
知
識
人
が
老
荘
思
想
に
基
づ
い
て
行
っ
た
い
わ
ゆ
る
清
談
を

意
識
し
、
こ
の
宴
会
で
の
会
話
を
そ
れ
に
比
し
た
表
現
で
あ
ろ
う
か
。

こ
と
ば
の
用
例
も
後
漢
末
〜
魏
晉
の
頃
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
で
、『
後
漢
書
』
臧

洪
傳
に
「
前
刺
史
焦
和

　好
ん
で
虛
譽
を
立
て
、
淸
談
を
能
く
す
（
前
刺
史
焦
和

好
立
虛
譽
、
能
淸
談
）」
と
い
い
、『
三
國
志
』
魏
書
・
劉
劭
傳
に
引
く
、
夏
侯
惠

が
劉
劭
を
推
薦
し
た
上
奏
文
に「
臣
數し

ば
し
ば〻

其
の
淸
談
を
聽
き
、其
の
篤
論
を
覽み

る（
臣
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劉
に
は
ほ
か
に
こ
の
聯
句
に
先
立
つ
二
例
。
永
貞
元
年（
805
）の
作
と
さ
れ
る「
古

詞
二
首
」
其
二0024

に
「
簿
領
す
る
は

　乃す
な
はち

俗
士
、
淸
談

　信ま
こ
とに

古
風
（
簿
領

乃
俗
士
、淸
談
信
古
風
）」
と
い
い
、大
和
二
年
（
828
）
の
「
夏
日
寄
宣
武
令
狐
相
公
」

0723

に
「
近
來

　溽じ
よ
く

暑し
よ

　亭
館
を
侵
し
、
應ま

さ

に
覺お

ぼ

ゆ
べ
し

　淸
談
の

　綺
羅
に
勝

る
を
（
近
來
溽
暑
侵
亭
館
、
應
覺
淸
談
勝
綺
羅
）」
と
い
う
。
前
者
は
公
文
書
を
扱

う
事
務
仕
事
と
「
淸
談
」
を
対
比
し
て
用
い
た
例
、
後
者
は
「
近
頃
蒸
し
暑
い
の

で
、美
女
と
の
遊
び
よ
り
も
、私
と
の
『
淸
談
』
の
方
が
よ
い
と
お
感
じ
で
し
ょ
う
」

と
戯
れ
た
例
。

白
に
二
例
は
、と
も
に
こ
の
聯
句
の
後
の
例
。
一
つ
は
、開
成
元
年
（
836
）
の
「
贈

談
客
」3273

に
「
上
客
の
淸
談

　何
ぞ
亹び

亹び

た
る
、
幽
人
の
閑
思

　自お
の

づ
か
ら
寥

寥
た
り
（
上
客
淸
談
何
亹
亹
、
幽
人
閑
思
自
寥
寥
）」
と
い
う
例
。
次
の
句
に
「
請

ふ
君

　說と

く
を
休や

め
よ

　長
安
の
事
（
請
君
休
說
長
安
事
）」
と
い
う
よ
う
に
、
こ

の
「
淸
談
」
は
皮
肉
で
あ
り
、
こ
こ
と
は
用
法
が
少
し
異
な
る
。

も
う
一
例
は
、
會
昌
元
年
（
841
）
の
「
會
昌
春
連
宴
即
事
」
劉0827

・
白3735

の
白
居
易
担
当
部
分
に
「
麗
句

　珠
玉
を
輕
ん
じ
、
淸
談

　管
絃
に
勝
れ
り
（
麗

句
輕
珠
玉
、
淸
談
勝
管
絃
）」
と
い
う
例
。
自
分
た
ち
の
談
話
を
「
淸
談
」
と
表
現

し
て
、
詩
作
を
玉
に
喩
え
る
句
と
対
に
し
て
お
り
、
劉
の
こ
の
句
が
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
「
淸
談
」
の
語
は
⑭
の
聯
句
の
第
一
六
句
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

〔
如
水
玉
〕水
晶
の
よ
う
だ
。「
淸
談
」の
清
ら
か
さ
を
水
晶
に
喩
え
た
表
現
。「
水

玉
」
は
水
晶
の
異
名
。

「
水
玉
」
の
語
、
古
く
『
山
海
經
』
に
多
く
の
例
が
見
え
る
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、

數
聽
其
淸
談
、
覽
其
篤
論
）」
と
あ
る
。

詩
に
お
け
る
用
例
も
同
じ
頃
か
ら
見
ら
れ
、
先
に
「
縱
橫
」
の
語
釈
に
其
四
を

引
い
た
、
劉
楨
の
「
贈
五
官
中
郎
將
四
首
」
其
二
（『
文
選
』
二
三
）
に
「
淸
談
し

て

　日
夕
を
同
じ
う
し
、情
眄
し
て

　憂
勤
を
敍
ぶ
（
淸
談
同
日
夕
、情
眄
敍
憂
勤
）」

と
い
う
。
蒋
注
も
引
く
例
で
、
病
気
の
折
り
に
見
舞
い
に
来
て
く
れ
た
曹
丕
と
の

語
ら
い
を
詠
じ
る
の
に
「
淸
談
」
の
語
を
用
い
て
い
る
。

唐
ま
で
の
詩
の
例
を
も
う
一
例
挙
げ
れ
ば
、何
遜
の
「
酬
范
記
室
雲
」（
前
掲
『
校

注
』
修
訂
本
一
）
に
「
淸
談

　共
に
す
る
理
莫な

く
、
繁
文

　徒
ら
に
玩

も
て
あ
そぶ

べ
し
（
淸

談
莫
共
理
、
繁
文
徒
可
玩
）」
と
い
う
。
范
雲
と
会
え
な
い
こ
と
を
清
談
が
で
き
な

い
と
表
現
し
て
い
る
。

唐
に
入
り
、
崔
融
の
「
哭
蔣
詹
事
儼
」（
全
六
八
）
に
、
生
前
の
蔣
儼
の
文
章
と

談
話
を
表
現
し
て
、「
逸
翰

　金き
ん

相さ
う

發
し
、
淸
談

　玉
柄
揮ふ

る

ふ
（
逸
翰
金
相
發
、
淸

談
玉
柄
揮
）」
と
い
う
句
が
あ
る
。「
玉
柄
」
は
比
喩
で
は
な
く
、
談
話
の
際
に
持

つ
払
子
を
指
す
こ
と
ば
で
は
あ
る
が
、「
玉
」
の
文
字
と
関
連
し
て
「
淸
談
」
の
語

を
用
い
て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
逸
○
」
と
い
う
形
の
語
と
対
に
し
た
例
と
い

え
る
。

さ
ら
に
例
を
挙
げ
れ
ば
、
杜
甫
の
「
贈
虞
十
五
司
馬
」（『
詳
註
』
一
〇
）
に
「
爽

氣

　金
天
豁ひ

ろ

く
、
淸
談

　玉
露
繁し

げ

し
（
爽
氣
金
天
豁
、
淸
談
玉
露
繁
）」
と
い
う
の

は
「
玉
」
字
と
と
も
に
用
い
る
例
、
淸
談
の
比
喩
と
し
て
「
玉
露
」
の
語
を
用
い

て
お
り
、
そ
の
点
で
は
崔
融
の
例
よ
り
も
さ
ら
に
こ
こ
と
近
い
。
ま
た
、
同
じ
く

杜
甫
の
「
送
高
司
直
尋
封
閬
州
」（
同
前
二
一
）
に
「
淸
談

　老
夫
を
慰
め
、
開
卷

　佳
句
を
得
た
り
（
淸
談
慰
老
夫
、
開
卷
得
佳
句
）」
と
い
う
の
は
、「
淸
談
」
と

詩
作
と
を
対
に
し
て
用
い
た
例
。
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南
山
經
の
「
堂
庭
山
」
の
条
に
、「
又
た
東
の
か
た
三
百
里
を
、
堂
庭
の
山
と
曰
ひ
、

棪え
ん

木ぼ
く

多
く
、
白
猿
多
く
、
水
玉
多
く
、
黃
金
多
し
（
又
東
三
百
里
、
曰
堂
庭
之
山
、

多
棪
木
、
多
白
猿
、
多
水
玉
、
多
黃
金
）」
と
い
う
。
そ
の
郭
璞
の
注
に
は
、「
水

玉
は
、
今
の
水
精
な
り
。
相
如
の
上
林
の
賦
に
曰
く
、
水
玉
磊ら

い

砢ら

、
と
。
赤せ

き

松し
よ
う

子し

の
服
す
る
所
、
列
仙
傳
に
見
ゆ
（
水
玉
、
今
水
精
也
。
相
如
上
林
賦
曰
、
水
玉
磊
砢
。

赤
松
子
所
服
、
見
列
仙
傳
）」
と
あ
る
。

郭
璞
が
引
く
司
馬
相
如
の
「
上
林
賦
」（『
文
選
』
八
）
に
「
蜀
石
黃く

わ
う

碝ぜ
ん

、
水
玉

磊
砢
（
蜀
石
黃
碝
、
水
玉
磊
砢
）」
と
い
う
の
は
、
上
林
苑
を
流
れ
る
川
の
描
写
、

こ
の
部
分
の
張
揖
の
注
に
も
「
水
玉
は
、
水
精
な
り
（
水
玉
、
水
精
也
）」
と
あ
る
。

ま
た
、
同
じ
く
郭
璞
が
触
れ
る
『
列
仙
傳
』
の
記
述
は
、
赤
松
子
の
条
に
「
赤
松

子
な
る
者
は
、
神し

ん

農の
う

の
時
の
雨
師
な
り
、
水
玉
を
服
し
て
、
以
て
神
農
に
敎
ふ
（
赤

松
子
者
、
神
農
時
雨
師
也
、
服
水
玉
、
以
敎
神
農
）」
と
い
う
。

唐
ま
で
の
詩
に
お
い
て
、「
水
玉
」
で
ま
と
ま
る
形
の
例
は
二
例
の
み
、
と
も
に

東
晉
の
庾ゆ

闡せ
ん

の
「
遊
仙
詩
」
十
首
（『
藝
文
類
聚
』
七
八
）
に
見
え
る
例
で
、
其
三

に
「
邛

き
よ
う

疏そ

　
石
髓
を
鍊
り
、
赤
松

　
水
玉
に
漱

く
ち
す
すぐ

（
邛
疏
鍊
石
髓
、
赤
松
漱
水
玉
。

な
お
、
邛
を
『
藝
文
類
聚
』
は
功
に
作
る
が
、『
古
詩
紀
』
三
二
に
基
づ
き
改
め
た
。

邛
疏
は
仙
人
の
名
）」
と
い
い
、
其
六
に
「
滄
と
し
て
水
玉
に
漱
げ
ば
心
は
玄
な
り
、

故
に
靈
化
の
自
然
を
能
く
す
（
滄
漱
水
玉
心
玄
、
故
能
靈
化
自
然
）」
と
い
う
。
其

六
も
「
赤
松

　
霞
霧

　
煙
に
乘
ず
（
赤
松
霞
霧
乘
煙
）」
の
句
か
ら
始
ま
っ
て
お
り
、

二
例
と
も
赤
松
子
の
故
事
を
用
い
た
も
の
と
い
え
る
。

唐
に
入
り
、
劉
禹
錫
に
先
立
つ
例
は
、
杜
甫
の
二
例
の
み
。
一
つ
は
「
熱
三
首
」

其
一
（『
詳
註
』
一
五
）
に
「
寒
き
水
玉
と
爲
ら
ん
こ
と
を
乞こ

ひ
、
冷
た
き
秋し

う

菰こ

と

作な

ら
ん
こ
と
を
願
ふ
（
乞
爲
寒
水
玉
、
願
作
冷
秋
菰
）」
と
い
う
例
は
、
暑
さ
に
苦

し
む
あ
ま
り
、
冷
た
い
も
の
に
な
り
た
い
と
願
う
例
。
た
だ
し
、「
寒
水
の
玉
」「
冷

秋
の
菰ま

こ
も」と

ま
と
ま
る
と
す
る
解
釈
も
あ
る
。
も
う
一
例
は
、「
園
人
送
瓜
」（『
詳
註
』

一
九
）
に
「
沈
浮

　
水
玉
亂
れ
、
愛
惜
す
る
こ
と

　
芝
草
の
如
し
（
沈
浮
亂
水
玉
、

愛
惜
如
芝
草
）」
と
い
う
例
で
、
こ
れ
は
水
に
浮
き
沈
み
す
る
瓜
を
水
晶
に
喩
え
た

例
。「

水
玉
」
の
語
、
白
に
は
用
例
が
な
く
、
劉
の
例
も
こ
れ
の
み
。

こ
の
語
、
紹
興
本
は
「
冰
玉
」
に
作
る
。
こ
ち
ら
で
あ
れ
ば
、
氷
や
玉
の
意
と

な
ろ
う
か
。『
箋
證
』
お
よ
び
高
注
は
「
水
玉
」
が
正
し
い
と
す
る
が
、
蒋
注
・
陶

注
は
「
冰
玉
」
の
本
文
を
採
用
し
、
清
ら
か
な
こ
と
の
比
喩
で
あ
る
旨
注
す
る
。

「
冰
玉
」
は
古
書
に
は
見
え
ず
、
ま
た
用
例
も
ご
く
少
な
い
。
晉
の
張
林
の
「
陳

夫
人
碑
」（『
藝
文
類
聚
』
一
八
）
に
「
婦
德

　
既
に
備
は
り
、
母
道
も
亦
た
踐
み
、

志

　
冰
玉
よ
り
厲は

げ

し
き
も
、厥そ

の
德
は

　
顯あ

ら

は
る
る
靡な

し
（
婦
德
既
備
、母
道
亦
踐
、

志
厲
冰
玉
、
厥
德
靡
顯
）」
と
い
う
辺
り
が
古
い
例
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
れ
は
単
に

清
ら
か
な
ば
か
り
で
な
く
、
厳
し
い
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
含
む
例
。

ま
た
、先
に
引
い
た
赤
松
子
の
「
服
水
玉
、以
敎
神
農
」
を
『
搜
神
記
』
一
は
「
冰

玉
散
を
服
し
て
、
以
て
神
農
に
敎
ふ
（
服
冰
玉
散
、
以
敎
神
農
）」
に
作
っ
て
い
る
。

『
列
仙
傳
』
等
の
記
述
か
ら
「
水
玉
」
の
方
が
正
し
い
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

唐
代
に
ど
う
で
あ
っ
た
か
は
不
明
に
し
て
も
、「
冰
玉
散
」
の
本
文
で
伝
え
ら
れ
た

も
の
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

唐
ま
で
の
詩
で
「
冰
玉
」
で
ま
と
ま
る
例
は
な
い
よ
う
だ
。

唐
に
入
り
、初
唐
に
は
例
が
な
く
、盛
唐
に
も
一
例
の
み
、李
白
の
「
寄
遠
十
二
首
」

其
十
二
（
王
本
二
五
）
に
「
君
が

　
冰
玉
清
迥
の
明
心
を
憐
れ
む
、
情
は
極
ま
ら

ず

　
意
は
已
に
深
し
（
憐
君
冰
玉
清
迥
之
明
心
、
情
不
極
兮
意
已
深
）」
と
い
う
句
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柴
注
、『
宋
書
』
謝
靈
運
傳
論
に
「
平
臺
の
逸
響
を
綴
り
、南
皮
の
高
韻
を
採
る
（
綴

平
臺
之
逸
響
、
採
南
皮
之
高
韻
）」
と
い
う
の
を
引
く
。
潘
岳
と
陸
機
の
文
学
を
称

え
た
部
分
で
、
梁
孝
王
の
平
臺
に
侍
し
た
司
馬
相
如
と
魏
文
帝
曹
丕
の
南
皮
に
陪

し
た
建
安
文
人
の
文
学
に
喩
え
た
も
の
。

〔
貫
珠
璣
〕
玉
を
貫
い
て
つ
な
げ
た
よ
う
だ
。
文
章
の
美
し
さ
の
表
現
。
な
お
、

⑦
の
聯
句
の
第
二
十
七
句
（
白
担
当
）
に
「
珠
貫
」
の
語
が
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】

も
参
照
。

「
珠
璣
」
は
丸
い
真
珠
と
四
角
い
真
珠
。『
說
文
解
字
』
玉
部
に
、「
珠
は
、
蚌
の

陰
精
な
り
（
珠
、
蚌
之
陰
精
也
）」、「
璣
は
、
珠
の
圜ま

ど

か
な
ら
ざ
る
者
な
り
（
璣
、

珠
不
圜
者
也
）」
と
い
う
。
あ
る
い
は
「
璣
」
小
さ
な
珠
と
も
い
う
。

古
く
か
ら
あ
る
こ
と
ば
で
、
柴
注
も
引
く
『
莊
子
』
列
禦
寇
に
「
吾わ

れ
天
地
を

以
て
棺
槨
と
爲
し
、
日
月
を
以
て
連
璧
と
爲
し
、
星
辰
を
珠
璣
と
爲
し
、
萬
物
を

齎
送
と
爲
す
（
吾
以
天
地
爲
棺
槨
、以
日
月
爲
連
璧
、星
辰
爲
珠
璣
、萬
物
爲
齎
送
）」

と
あ
る
。
死
に
臨
ん
だ
莊
周
が
立
派
な
葬
儀
を
準
備
す
る
弟
子
た
ち
に
述
べ
た
こ

と
ば
。
こ
こ
で
は
星
を
葬
儀
の
時
に
用
い
る
宝
玉
で
あ
る
珠
璣
に
喩
え
て
い
る
。

ま
た
、『
戰
國
策
』
楚
策
三
に
「「
黃
金

　
珠
璣

　
犀
象
は
楚
に
出
づ
、
寡
人

　

晉
國
に
求
む
る
無
し
（
黃
金
珠
璣
犀
象
出
於
楚
、
寡
人
無
求
於
晉
國
）」
と
あ
る
。

宝
物
は
全
て
楚
に
産
す
る
こ
と
を
述
べ
た
楚
の
懷
王
の
こ
と
ば
。
宝
物
の
代
表
例

の
一
つ
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

文
学
作
品
の
例
と
し
て
は
、
東
方
朔
の
作
と
さ
れ
る
『
楚
辭
』「
七
諫
」「
謬
諫
」

に
は
、「
玉
と
石
と

　
其
れ
匱ひ

つ

を
同
じ
う
し
、
魚
眼
と
珠
璣
と
を
貫
く
（
玉
與
石
其

同
匱
兮
、貫
魚
眼
與
珠
璣
）」と
、「
貫
」の
表
現
と
と
も
に
用
い
ら
れ
、「
珠
璣
」は「
魚

が
あ
る
。
こ
れ
は
女
性
の
純
粋
な
愛
情
を
「
冰
玉
」
に
喩
え
た
表
現
。

中
唐
大

期
の
詩
人
か
ら
例
が
増
え
る
中
で
、
盧
綸
の
「
酬
崔
侍
御
早
秋
臥
病

書
情
見
寄
、
時
君
亦
抱
疾
在
假
中
」（
全
二
七
七
）
に
「
地
に
擲な

げ
うつ

金
聲

　
信ま

こ
とに

之こ

れ
有
り
、瑩え

い

然ぜ
ん

た
る
冰
玉

　
淸
詞
に
見あ

ら
はる

（
擲
地
金
聲
信
有
之
、瑩
然
冰
玉
見
淸
詞
）」

と
い
う
例
は
、
文
章
の
清
ら
か
さ
を
「
冰
玉
」
に
よ
っ
て
比
喩
し
た
例
。

劉
に
は
例
が
な
く
、
白
に
一
例
、
元
和
九
年
（
814
）
の
「
夢
裴
相
公
」0460

に

「
彷
彿
た
り

　
金
紫
の
色
、分
明
な
り

　
冰
玉
の
容
（
彷
彿
金
紫
色
、分
明
冰
玉
容
）」

と
い
う
句
が
あ
る
。
夢
で
見
た
今
は
な
き
裴
垍
の
す
が
す
が
し
い
容
貌
を
「
冰
玉
」

と
表
現
し
た
も
の
。

〔
逸
韻
〕
①
の
聯
句
第
十
五
句
（
崔
羣
担
当
）
に
見
え
た
。
そ
の
【
語
釈
】
参
照
。

そ
こ
に
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
①
の
聯
句
の
場
合
は
、
裴
度
を
謝
安
に
喩
え
た
表

現
の
中
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、
謝
安
は
詩
人
と
い
う
べ
き
人
物
で
は
な
い
か
ら
、

高
尚
な
趣
と
い
っ
た
広
い
意
味
で
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
下

に
「
貫
珠
璣
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
す
ぐ
れ
た
詩
句
の
こ
と
を
指

す
と
思
わ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
宴
会
で
作
ら
れ
た
詩
や
こ
の
聯
句
そ
の
も

の
の
こ
と
を
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
劉
白
の
例
も
全
て
詩
に
つ
い
て
用
い
た

も
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
は
、
こ
の
聯
句
の
注
に
引
か
れ
て
い
る
用
例
を
補
っ
て
お
こ
う
。

蒋
注
お
よ
び
高
注
、
何
承
天
の
「
鼓
吹
鐃
歌
十
五
篇
」
其
一
「
朱
路
篇
」（『
宋
書
』

樂
志
四
）
に
「
逸
韻

　天
路
に
騰あ

が
り
、
頹
響

　城
阿
に
結
ぶ
（
逸
韻
騰
天
路
、

頹
響
結
城
阿
）」
と
い
う
の
を
引
く
。
こ
れ
は
美
し
い
音
楽
の
こ
と
を
指
す
よ
う
で

あ
る
。
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眼
」
と
対
比
さ
れ
「
玉
」
と
並
べ
ら
れ
る
貴
重
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
揚
雄
の
「
長
楊
賦
」（『
文
選
』
九
）
に
も
「
是こ

こ

に
於
て
後
宮

　瑇た
い

瑁ま
い

を

賤い
や

し
と
し
て
珠
璣
を
疏う

と

ん
じ
、
翡
翠
の
飾
り
を
却し

り
ぞけ

て
、
彫
琢
の
巧
み
を
除
く
（
於

是
後
宮
賤
瑇
瑁
而
疏
珠
璣
、
却
翡
翠
之
飾
、
除
彫
琢
之
巧
）」
と
い
う
。
漢
の
文
帝

の
後
宮
が
質
素
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
た
部
分
で
、
や
は
り
宝
玉
の
代
表
の
一
つ

と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
部
分
の
李
善
注
に
引
く
『
字
書
』
に
、「
璣
は
、

小
珠
な
り
（
璣
、
小
珠
也
）」
と
い
う
。

以
上
の
よ
う
に
古
い
例
は
あ
る
が
、
唐
ま
で
の
詩
に
は
用
例
が
見
え
な
い
よ
う

だ
。
唐
に
入
り
、
初
唐
に
は
、
上
官
昭
容
（
婉
兒
）
の
「
遊
長
寧
公
主
流
杯
池

二
十
五
首
」
其
八
（
全
五
）
に
、「
珠
璣
の
飾
り
を
玩
ば
ず
、
仍
り
て
仁
智
の
情

を
留
む
（
弗
玩
珠
璣
飾
、
仍
留
仁
智
情
）」
と
い
い
、
喬
知
之
の
「
定
情
篇
」（
全

八
一
）
に
「
妾
に

　秦
家
の
鏡
有
り
、
寶
匣

　珠
璣
を
裝か

ざ

る
（
妾
有
秦
家
鏡
、
寶

匣
裝
珠
璣
）」
と
い
う
な
ど
の
用
例
が
見
え
る
。
前
者
は
「
長
楊
賦
」
と
同
じ
く
、

長
寧
公
主
が
驕
奢
を
避
け
た
こ
と
を
表
現
す
る
の
に
用
い
ら
れ
、
後
者
は
鏡
の
箱

の
飾
り
を
描
写
す
る
の
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

つ
づ
く
盛
唐
お
よ
び
中
唐
大

期
の
詩
人
に
は
例
が
な
く
、
中
唐
元
和
期
の
詩

人
に
な
っ
て
、
再
び
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
韓
愈
の
「
送
靈
師
」（『
韓
昌

黎
詩
繫
年
集
釋
』
二
）
に
「
職
を
失
ひ
て

　筆
を
把と

ら
ざ
る
に
、
珠
璣

　君
が
爲た

め

に
編
む
（
失
職
不
把
筆
、
珠
璣
爲
君
編
）」
と
い
う
の
は
そ
の
一
つ
。
李
吉
甫
ら
が
、

中
央
の
官
職
を
失
っ
て
か
ら
は
、
筆
を
手
に
し
て
文
才
を
発
揮
す
る
こ
と
も
な
か
っ

た
の
を
、
靈
師
の
た
め
に
は
美
し
い
文
章
を
綴
っ
た
こ
と
を
述
べ
た
も
の
。

な
お
、晩
唐
に
な
る
と
さ
ら
に
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
高
注
は
、

そ
の
う
ち
、
杜
牧
の
「
新
轉
南
曹
、
未
敘
朝
散
、
初
秋
暑
退
、
出
守
吳
興
、
書
此
篇
、

以
自
見
志
」（『
樊
川
詩
集
注
』
三
）
に
「
一
杯

　幕
席
を
寬
う
し
、
五
字

　珠
璣

を
弄
す
（
一
杯
寬
幕
席
、
五
字
弄
珠
璣
）」
と
い
う
の
を
引
く
。
吳
興
す
な
わ
ち
湖

州
刺
史
と
し
て
赴
任
す
る
に
当
た
り
、
赴
任
先
で
は
詩
酒
の
楽
し
み
を
味
わ
お
う

と
表
現
す
る
中
に
用
い
ら
れ
た
例
。

劉
に
は
ほ
か
に
、
詩
中
に
二
例
、
い
ず
れ
も
こ
の
聯
句
に
先
立
つ
例
で
、
一
つ
は
、

元
和
元
〜
九
年
（
806
〜
814
）
の
「
蒲
萄
歌
」0313

に
「
繁
葩

　組
綬
結
び
、
懸
實

　珠
璣
蹙
む
（
繁
葩
組
綬
結
、
懸
實
珠
璣
蹙
）」
と
、
ブ
ド
ウ
の
実
を
美
し
い
真
珠

に
喩
え
た
例
。
も
う
一
つ
は
、
大
和
五
年
（
831
）
の
「
裴
祭
酒
尚
書
見
示
春
歸
城

南
靑
松
塢
別
墅
、
寄
王
左
丞
・
高
侍
郎
之
什
、
命
同
作
」0015

に
「
情
を
含
ん
で

　林
壑
に
謝
し
、
贈
る
に
酬
い
て

　珠
璣
を
駢な

ら

ぶ
（
含
情
謝
林
壑
、
酬
贈
駢
珠
璣
）」

と
、
裴
通
の
作
に
唱
和
し
た
王
起
（
一
説
に
王
播
）
と
高か

う

釴よ
く

両
名
の
詩
を
並
ん
だ

明
珠
に
喩
え
た
例
で
、
こ
こ
と
似
て
い
る
。

白
に
は
用
例
が
な
い
。

主
賓
と
し
て
二
番
目
を
担
当
し
た
、
劉
禹
錫
の
四
句
の
う
ち
の
前
半
部
分
。
裴

度
の
後
半
の
二
句
で
語
り
合
い
杯
を
交
わ
す
喜
び
が
詠
じ
ら
れ
て
い
た
の
を
承
け

て
、
劉
は
、
宴
席
に
お
け
る
高
雅
な
会
話
と
、
華
麗
な
詩
句
と
を
、
美
し
い
比
喩

に
よ
っ
て
描
写
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
二
句
は
、
客
と
し
て
、
列
席

者
の
風
雅
を
称
賛
し
、
感
謝
の
意
を
表
す
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
主
人
を
称
え

る
次
の
二
句
へ
と
連
な
っ
て
い
る
。




